
24時間365日迅速対応
・直葬代行
・ご葬儀から納骨まで
・身寄りのいない方のご葬儀
・葬儀費用

お気軽に
ご相談
ください

〈本社〉札幌市北区新琴似2条1丁目1－49　〈支店〉札幌市手稲区前田4条4丁目5－3

☆家族葬プランご依頼の方 枕仏花（一対）プレゼント致します。どんなことでもご相談お待ちしています。

0120 ―994 ―479
故人や残されたご遺族の気持ちを第一に考えて、安心・納得、
そして「ありがとう」のセレモニーを真心こめてサポート致します。

迅速対応 〈本社〉札幌市北区新琴似2条1丁目1－49　〈支店〉札幌市手稲区前田4条4丁目5－3
0120 ―994 ―479

故人や残されたご遺族の気持ちを第一に考えて、安心・納得、
そして「ありがとう」のセレモニーを真心こめてサポート致します。
故人や残されたご遺族の気持ちを第一に考えて、安心・納得、
そして「ありがとう」のセレモニーを真心こめてサポート致します。

自己
負担福祉葬プラン ０円

葬祭扶助制度が適用された場合

空と心をつなぐ、すべては感謝のため

初回の相談料無料です。初回の相談料無料です。

主な取り扱い業務主な取り扱い業務主な取り扱い業務
・障害年金（業務外の病気やケガで働けなくなったり日常生活が

不自由になった場合に、要件を満たすことにより支給される公
的年金です。）請求のサポート。

・公正証書遺言作成のサポート。

札幌市手稲区星置3条5丁目16-1事務所住所
090-1302-7983電 話 番 号

札幌市手稲区曙5条2丁目2番21号
☎代表（011）682-2160 / FAX（011）682-1751

札幌市指定管理施設  特別養護老人ホーム
札幌市稲寿園

短期入所生活介護

通 　所 　介 　護

訪 　問　 介　 護

札幌市手稲区曙5条2丁目2番21号

居 宅 介 護 支 援　☎（011）684-6110

要介護高齢者の方が
生活できる施設です。
お気軽に
ご相談ください。

月１回 全戸配付の広報紙

ふれあい・
いきいきサロン
とは…？  
いきいきサロン
とは…？  

身近な住民同士の『仲間づくり』や『出会いの場づくり』をす
すめる活動です。高齢者・子育て・障がい者の３種類に分かれ
ており、組み合わせて複合型として活動しているサロ
ンもあります。サロンへの参加や開設に関心のある方
は区社協までお問合せください。

　平成27（2015）年頃から町内の方同士のコミュニケーションの場として活動がスタートし
ました。代表の本間忠義さんは「週に２～４回のサロンは楽しみでもあり自分自身の安心に
もつながっている」と、仲間同士が定期的に顔を合わせることが見守り活動につながってい
ることを話していました。

ふれあい・いきいきサロン活動紹介

「春風会・24」【手稲鉄北地区】

●開 催 日 時：毎週水曜13：00～、金曜11：00～
　　　　　　　（夏季期間のみ火曜・金曜も9：00～開催）
●開 催 場 所：個人宅（前田６条16丁目）、近くのパークゴルフ場
●開 催 内 容：お茶会、お食事会、囲碁、パークゴルフ
●参加対象者：年齢問わず
●お問合せ先：代表 本間さん（682-1215）

令和５年４月に
新たなサロンが
仲間入りしました！

忘年会！

町内会・自治会
活動紹介

お互いさまの気持ちから、支え合いが生まれる
　　　　　  『富丘三樽別町内会』

町内会・自治会ってい～ね

町内会の事業は すべてが「支え合い・見守り」活動

菅原純子 総務部長

　『富丘三樽別町内会』は、昭和53（1978）年に設立された、約300世帯を有
する町内会です。ここでは、住民同士が「向こう三軒両隣みんな仲よく声か
け合って」を合言葉に日頃からつながり、困ったときには支え合うという意
識が根付いています。総務部長の菅原純子さんにお話を伺いました。

　富丘三樽別町内会が〝支え合い〟や〝見守り〟といった活動を重要
視するきっかけとなったのは、平成23（2011）年に発生した「東日本大
震災」でした。以来、機会があるごとに地域コミュニティの大切さを
訴えてきました。〝見守る側〟〝見守られる側〟と分けることはあえて
行わず、世代や立場を超えて挨拶を交わし、お互いを気にかけ合う関
係作りを目指しています。
　この関係作りに欠かせないのが、町内会活動です。たとえば年二回
の「町内一斉清掃」では、幅広い年代の方が毎回130名以上参加します。
地域交流の大事な場でもあり、「元気だった？」「お子さん、大きくなっ
たね～」と声を掛け合う姿がよく見られます。
　菅原さんは「住民同士がつながるとお互いさまの気持ちから自然と
ご近所での支え合いが生まれるんです」と話します。ゴミ出しでの手
伝いや、若い世代が高齢者宅を除雪する場面もあ
るそうです。子どもたちを地域の温かなまなざし
で見守ろうという姿勢も感じられるといいます。
　「日頃の繋がりが、災害などのいざというとき
には何よりの備えになると捉えて、町内会活動に
取り組みたい」と語る菅原さん。富丘三樽別町内会
は、さまざまな事業を通じて、地域コミュニティ
の構築をこれからも進めていきます。

幅広い世代が参加する町内一斉清掃

防災備品の点検には小学生も協力


